
原市場聖書教会

週　　報

2021.11.14

NO.867

20, しかし、私たちの国籍は天にあります。そこから主イ

エス・キリストが救い主として来られるのを、私たちは待

ち望んでいます。

21, キリストは、万物をご自分に従わせることさえできる

御力によって、私たちの卑しいからだを、ご自分の栄光に

輝くからだと同じ姿に変えてくださいます。

            　　　　　　　　ピリピ３章２０～２１節

年間聖句
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主 日 礼 拝
２０２１年　１１月 １４日

礼拝奉仕者

説教 ：若村和仁師　　司会 ：本多崇兄　　奏楽 ：本多こずえ姉　献金 ：渡辺愛秀兄
受付 ：本多節子姉

祈 り

今 月 の 賛 美

使 徒 信 条

主 の 祈 り

賛 美

献 金

感 謝 の 祈 り

聖 書 朗 読

説 教

黙 祷

賛 美

頌 栄

祝 祷

後 奏

報 告

司 会 者

一 同

一 同

一 同

一 同

一 同

渡 辺 愛 秀 兄

司 会 者

若 村 和 仁 師

一 同

一 同

一 同

若 村 和 仁 師

奏 楽 者

司 会 者

「 ワンボイス」

聖歌２０１番「 キリストイエスをもといとして」

　創世記２６章１２節～３５節

「 争いを避けたところにある祝福」

聖歌３２６番「 かりいれの主を」

聖歌３８３番「 ちち ・ みこ ・ みたまの」

●コロナウィルス感染が落ち着くまで

昼食会はお休みいたします。
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聖書 新改訳 2017©2017 新日本聖書刊行会より抜粋

メッセージ聖書箇所

創世記２６章１２節～３５節
12, イサクはその地に種を蒔き、 その年に百倍の収穫を見た。 主は彼を祝福された。
13, こうして、 この人は富み、 ますます栄えて、 非常に裕福になった。
14, 彼が羊の群れや牛の群れ、 それに多くのしもべを持つようになったので、 ペリシテ人は彼を
ねたんだ。
15, それでペリシテ人は、 イサクの父アブラハムの時代に父のしもべたちが掘った井戸を、 すべて
ふさいで土で満たした。
16, アビメレクはイサクに言った。 「さあ、 われわれのところから出て行ってほしい。 われわれより、
はるかに強くなったから。」
17, イサクはそこを去り、 ゲラルの谷間に天幕を張って、 そこに住んだ。
18, イサクは、 彼の父アブラハムの時代に掘られて、 アブラハムの死後にペリシテ人がふさいだ井
戸を掘り返した。 イサクは、 それらに父がつけていた名と同じ名をつけた。
19, イサクのしもべたちがその谷間を掘っているとき、 そこに湧き水の井戸を見つけた。
20, ゲラルの羊飼いたちは 「この水はわれわれのものだ」 と言って、イサクの羊飼いたちと争った。
それで、 イサクはその井戸の名をエセクと呼んだ。 彼らがイサクと争ったからである。
21, しもべたちは、 もう一つの井戸を掘った。 それについても彼らが争ったので、 その名をシテナ
と呼んだ。
22, イサクはそこから移って、もう一つの井戸を掘った。 その井戸については争いがなかったので、
その名をレホボテと呼んだ。 そして彼は言った。 「今や、 主は私たちに広い所を与えて、 この地
で私たちが増えるようにしてくださった。」
23, 彼はそこからベエル ・ シェバに上った。
24, 主はその夜、 彼に現れて言われた。 「わたしは、 あなたの父アブラハムの神である。 恐れて
はならない。 わたしがあなたとともにいるからだ。 わたしはあなたを祝福し、 あなたの子孫を増
し加える。 わたしのしもべアブラハムのゆえに。」
25, イサクはそこに祭壇を築き、 主の御名を呼び求めた。 彼はそこに天幕を張り、 イサクのしもべ
たちは、 そこに井戸を掘った。
26, さて、 アビメレクがゲラルからイサクのところにやって来た。 友人のアフザテと、 その軍の長
ピコルも一緒であった。
27, イサクは彼らに言った。 「なぜ、 あなたがたは私のところに来たのですか。 私を憎んで、 自分
たちのところから私を追い出したのに。」
28, 彼らは言った。 「私たちは、 主があなたとともにおられることを確かに見ました。 ですから、
こう言います。 どうか私たちの間で、 私たちとあなたとの間で、 誓いを立ててください。 あなた
と盟約を結びたいのです。
29, 私たちがあなたに手出しをせず、 ただ良いことだけをして、 平和のうちにあなたを送り出した
ように、 あなたも私たちに害を加えないという盟約です。 あなたは今、 主に祝福されています。」
30, そこでイサクは彼らのために宴会を催し、 食べたり飲んだりした。
31, 翌朝早く、 両者は互いに誓いを交わした。 イサクは彼らを送り出し、 彼らは平和のうちに彼
のところから去って行った。
32, ちょうどその日、 イサクのしもべたちが帰って来て、 自分たちが掘り当てた井戸のことについ
て告げた。 「私どもは水を見つけました。」
33, そこでイサクは、 その井戸をシブアと呼んだ。 それゆえ、 その町の名は、 今日に至るまで、
ベエル ・ シェバという。
34, エサウは四十歳になって、 ヒッタイト人ベエリの娘ユディトと、 ヒッタイト人エロンの娘バセマテ
を妻に迎えた。

35, 彼女たちは、 イサクとリベカにとって悩みの種となった。

「わたしはあなたとともにいる」
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今月の賛美

-4-



主の祈り

　天にまします　われらの父よ　

願わくは御
み な

名をあがめさせたまえ

御
みくに

国をきたらせたまえ　みこころの天になるごとく

地にもなさせたまえ　われらの日用の糧を

今日も与えたまえ　われらに罪をおかすものを

われらがゆるすごとく　われらの罪をもゆるしたまえ

われらを試みにあわせず　悪より救い いだしたまえ

国と力と栄えとは　限りなくなんじのものなればなり

アーメン

主の祈りは、イエス様が「こう祈りなさい」と教えてくださった祈りです。ですから、

「主の祈り（しゅのいのり）」と呼ばれています。翻訳によって言葉づかいは異なりますが、

新約聖書マタイによる福音書６章９節～１３節に書いてあります。 

使徒信条

我は天地の造り主、 全能の父なる神を信ず。

我はその独り子、 我らの主、 イエス ・ キリストを信ず。

主は聖霊によりてやどり、 おとめマリヤより生まれ、

ポンテオ ・ ピラトのもとに苦しみを受け、

十字架につけられ、 死にて葬
ほうむ

られ、 陰
よ み

府にくだり、

三日目に死人の内よりよみがえり、

天にのぼり、 全能の父なる神の右に座したまえり。

かしこよりきたりて生ける者と死にたる者とを審きたまわん。

我は聖霊を信ず。 聖なる公同の教会、

聖徒の交わり、 罪のゆるし、

からだのよみがえり、 とこしえの命を信ず。

アーメン

キリスト教会の最古の信条で， 普遍的に受け入れられ， 告白される信条の一つです。
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御言葉メール紹介
★ 2021 年 11 月 10 日御言葉

箴言　15 章 1 ～ 2 節

1 柔らかな答えは憤りを鎮め、激しいことばは怒りをあおる。

2 知恵のある者の舌は知識をうまく用い、愚かな者の口は愚かさを吐き出す。

聖書 新改訳 2017©2017 新日本聖書刊行会より引用。

●皆さんはどんな時も柔らかな答え方ができるでしょうか？これは性格にもよ

るかと思いますが、実際には口には出さなくても、心の中では憤りを感じ、心

の中で激しい怒りの言葉を思いめぐらしてしまうという経験は皆さんあるので

はないでしょうか？　

実際に、激しい言葉が、口癖のように出てしまう人や、または、人によっては、

言葉は出さず、心で憤りを覚えるタイプの人と別れるかと思います。

とはいっても、外では、決して激しい言葉を出さない人であっても、一番身近

である家族に対して激しい言葉を出してしまうという人はとても多いのです。

ですから、あの優しい人が家庭内暴力？というような事件が起こるのです。

今日の御言葉は柔らかな言葉がいかに大切かを教えてくれます。柔らかな応答

は、「憤りを鎮める。」と語り。逆に、激しい言葉は、「怒りをあおる」と語ります。

　本当にその通りだと実感させられます。家の中で誰かが、激しい言葉を発す

るならば、家族内で怒りをあおることとなり、負の連鎖が生まれてくるのです。

そうならない為には、私たちは、神様から愛されていることを知ることが大切

です。

私たちは、自己中心な考えの中にいては良い知恵は与えられません。神の言葉

である御言葉から日々知識と、知恵が与えられている者の「舌」は「知識をう

まく用いる」とあります。神様から離れ、御言葉から学ばない愚かな者の口は、「愚

かさを吐き出す。」と語ります。　私たちの口は、日々神様から与えられる知恵

を用いて発言ができているかどうか？　自己中心な考えで発言していないか？

　ふり返ることが大切ですね。神様から離れ、愚かな発言をして、神様を悲し

ませるような歩みにならないよう、日々御言葉に聞き、神様に祈り、愛ある言

葉や行動ができる者でありたいですね。

原市場聖書教会

若村和仁
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　　　　　　　　　子供　　 男性　　女性　　　  合計

先週の各集会出席者数

 11月10日（水)

 11 月 7 日（日 ) 教会学校ﾊﾚﾙﾔｷｯｽﾞ 　3 人　　　　　　　　　　　　　3人

礼　　　　　拝    3+0 人    5+2 人  11+4 人　25（19+6）人

　　　　　　　（※上記 「礼拝堂 + ｵﾝﾗｲﾝ」　表記となります。）

夕　　礼　　拝　　 　　　　  希望者がおられませんでした。

祈　　り　　会               １人　　０人　　　 １人

報　　　　告

本日午後の予定

次週礼拝（11月 21 日〈日〉）

☆若村和仁師　今週の外部奉仕＆予定

司　　会 ： 本多崇兄

聖　　書 ： ヨナ書３章１０節～４章４３節　

説　　教 ： 「この神の愛に、 どのように応えるべきか」　越川壽允師　

奏　　楽 ： 本多こずえ姉

讃　　美 ： 今月の賛美 「ワンボイス」

　　　　　　　　聖歌２５３、 新聖歌２７５、 聖歌３８３　

受　　付 ： 勝山幸子姉　　献金感謝祈祷 ： 本多志依姉

集会案内

礼　　　　　拝            　　 　　　　　  10:30 ～ 12:00　
11月21日(日） ハレルヤキッズ　 　　 　　　 　　　　　　   9:30 ～ 10:15

祈　 り 　会　　　　　　　　　　　　　　　 10:30 ～ 12:00　11月17日(水）

☆自家焙煎珈琲タイム

★聖書を学びたい方、 洗礼を希望される方はお気軽に牧師にご相談ください。
★原市場聖書教会での礼拝は以下の感染防止対策を継続いたし ます。
1, 体調のすぐれない方は zoom によるオンラインでの参加をご検討ください。
2, 会堂での礼拝参加の際は、 極力間隔をあけてお座りください。
3, 会堂に入られる際には、 マスクの着用、 手の消毒をよろしくお願いします。
4, 当面の間、 食事を伴う交わりは自粛いたします。

●本日も礼拝後自家焙煎コーヒーをご用意しています。
　　お時間のある方ご自由にお交わり下さい。

・ １１月１６日～１９日 （火～金） あまやどり （場所 ： 高麗聖書教会）

こひつじタイム（子育ての学びクラス）     　 10:30 ～ 13:00　　11月16日(火）

★所沢＆川越 hi-b.a. 集会 (高校生集会）11 月の予定
● 11 月 18 日 （木） 17 時半～ 19 ： 00　（オンライン ： zoom にて）

● 11 月 27 日 （土）　15 ： 00 ～ 17 ： 00　（対面 ：原市場聖書教会にて）

●１１月２３日 （火）　オープンチャーチカフェがあります。 テイクアウト中心です。 地元の 「原市場　
　　地区じゃがいも・のらぼう街道連絡協議会」 の方々が後援となってくださり、 外で地元のじゃ
　　がいも、お野菜の販売会を行います。 当日ご奉仕できる方は牧師（若村）にお声掛けください。

●次週は礼拝後オープンチャーチの準備を行います。 お時間の許される方は各自でお昼をご用
　　意くださり、 大掃除＆準備を行いたいと思います。 ご協力よろしくお願いいたします。
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頌　栄

聖歌３８３

「ちち・みこ・みたまの」

教会ホームページ http://hbc.holy.jp/　E ﾒｰﾙ hibawaka@aol.com

原市場聖書教会
〒357-0126 飯能市下赤工 396-6

TEL:042-977-0254
FAX:042-981-7200

牧　師 :若村和仁　

10:30-12:00

 9:30-10:10

17:00-18:00

 

10:30-12:00

10:00-13:00

10:30-12:00

主 日 礼 拝

ﾊ ﾚ ﾙ ﾔ ｷ ｯ ｽ ﾞ

夕拝（第一は休み）

祈 り 会

赤 毛 の ｱ ﾝ

こひつじﾀｲ ﾑ

日曜あさ

日曜あさ

日曜夕方

水曜

第2第 4火曜日

第 1第 3火曜日

ﾊﾚﾙﾔｷｯｽﾞｽﾍﾟｼｬﾙ　
ひと月一回（日曜か土曜日）

 集会案内 

14:00-16:00
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